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１ 簡易方法 

 

目通りの新梢から採取する。樹列の端と中央部など、異なる樹から複数の個体群を採取するこ

とが望ましい。 

供試薬剤につき 30頭以上（１葉 10頭以上×３反復）必要である。 

採取は対象とする薬剤散布前が望ましい。採取日が殺ダニ剤散布前後どちらかを必ず確認する。 

 

 

葉に寄生したハダニ雌成虫数を計測する。死亡個体が含まれる場合があるため十分観察し、死

亡個体は取り除く。 

供試薬剤ごとに 1葉 10頭以上を目安とし、３反復行う。 

供試虫が少ない場合は筆などでハダニを接種し、個体数を調整する。 

       

       

ビーカー等に水道水で所定濃度に調製する。無処理区として水道水を供試する。 

脱走防止のため、シャーレのふちに葉や葉柄が触れないように切り取る。 

調製した薬液に、ハダニが付いたまま、葉を５秒間浸漬処理する（図１）。 

※薬液浸漬時のハダニの脱落は少ない。 

 

 

シャーレに脱脂綿やろ紙を敷いて湿らせ、その上に浸漬した葉を置き、 

薬液が乾くまで風乾（約 15分間）する（図２）。 

薬液が乾いたら蓋をして、直射日光の当たらない室温で静置する。 

葉が乾かないよう、脱脂綿やろ紙は十分湿らせた状態を保つ。 

 

 

処理 24、48、72時間後に、雌成虫の生存数及び死亡数を計測する。 

逃亡虫は計算から除外する。 

 

 

 

下記計算式から補正密度指数を算出し、効果を判定する（表１）。 

補正密度指数 ＝ 
処理区の X日後虫数

処理区の処理前虫数
 × 

無処理区の処理前虫数

無処理区の X日後虫数
  × 100  

※各区の平均値を用いる。 

 

表１ 判定基準 

補正密度指数 ５以下 ５～15未満 15～30未満 30以上 

効果の判定 ◎ 〇 △ × 

◎：効果は高い、〇：効果はある、△：効果は認められるがその程度はやや低い、×：効果は低い 

※「新農薬実用化試験（日本植物防疫協会）」の判定基準を引用 

りんごのハダニ類に対する簡易な薬剤効果の確認方法 

 ハダニ類は発育期間が短く年間の世代数が多いため、薬剤抵抗性が発達しやすい。現地においても、殺ダニ

剤散布後にハダニの密度が低下しない事例が確認されているが、薬剤効果の低下によるものか、散布ムラによ

るものか不明である。 

そこで、現地で実施可能な簡易なハダニ類の薬剤効果の確認方法について示す。 
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図１ 薬液への浸漬 

図２ 風乾・静置方法 



２ 留意事項 

 当該方法は薬剤効果の確認のための手法であり、薬剤抵抗性検定でない事に留意する。 

 同じほ場内でも薬剤感受性の低下は部分的に発達することがあるため、薬剤の効果が高いことが確認で

きた場合でも発生状況に注意すること。 

 殺ダニ剤の効果が低下する要因として、殺ダニ剤の使用回数が影響すると考えられるため、ハダニ類採取地点

における供試薬剤の通算使用回数を把握する。 
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